
広報うわじま２月号　 26 

文芸欄・各種相談

防災ラジオなどの放送内容を電話で確認できます。
ぜひ電話帳に登録してください。　　　☎４９ ‐ ７０６４

防 災 行 政 放 送
テレホンサービス

▽
６
日
㈪　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
３
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

吉
田
公
民
館

▽
８
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
公
民
館

▽
15
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

津
島
支
所 

２
階
会
議
室

▽
15
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

７
０
１
会
議
室

▽
３
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

吉
田
公
民
館

▽
８
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

三
間
公
民
館

▽
17
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

３
０
４
会
議
室（
髙
田
優
弁
護
士
）

　

三
間
公
民
館
（
増
田
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）10
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
方
法
）予
約
開
始
日
か
ら
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

原
則
市
民（
当
事
者
）
が
対
象
。
予
約
時

に
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
行
政
係
☎
内
線
２
４
１
２
・

2４

‐

１
１
２
１

宅
地
建
物
相
談　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
10
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時

▽ 

毎
日（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
内
線
２
２
７
６

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

（
児
童
）　 

性
格
や
生
活
習
慣
、
家
族
関
係
、

学
校
生
活
、
非
行
問
題 

な
ど

（
婦
人
）　 

夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
の
問
題 

な
ど

▽ 

毎
日（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

福
祉
課
☎
内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談

▽
毎
日（
平
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

福
祉
課
子
育
て
相
談
窓
口

心
理
相
談
員
に
よ
る
相
談
〈
要
予
約
〉

▽
毎
日（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

福
祉
課
横
相
談
室
な
ど

※ 

相
談
・
予
約
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

福
祉
課
児
童
福
祉
係
☎
内
線
３
１
２
０

 kosod
a
te-sod

a
n@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

　

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）の
説
明
会
と
養
成
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

▽
22
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

市
役
所 

２
０
２
会
議
室

（
持
参
品
）筆
記
用
具
・
印
か
ん（
登
録
す
る
人
）

（
予
約
方
法
）17
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
う
わ
じ
ま
（
福
祉
課
内
）

☎
４９

‐

７
０
５
４
・

２４

‐

１
１
６
０

 fa
m

isa
po@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp

２
月
の
各
種
相
談

【
問
合
先
】
本
庁　

☎
24

‐

１
１
１
１

■
行
政
相
談

■
人
権
相
談

■
宅
地
建
物
相
談

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

■
市
民
法
律
相
談 

〈 

要
予
約 

〉

■
子
育
て
相
談

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
〈
要
予
約
〉

３
月
の
相
談
日 

３
月
１７
日
㈮

（
予
約
開
始
） 

３
月
１０
日
㈮

余
暇
の
ひ
と
と
き

草の実

冬ふ

ゆ

日ひ

届
く
弥み

陀だ

三さ

ん

尊ぞ

ん

の
雲
座
ま
で�

風
　
戸
　
晴
　
美

洗
は
れ
て
大だ

い

根こ

の
首
の
青
さ
か
な�

宮
　
崎
　
き
く
を

鴛お

し

鴦ど

り

の
逆
立
つ
水
面
佳
き
日
な
り�

薬
師
寺
　
彦
　
介

椿
落
ち
活
断
層
の
目
覚
め
し
む�

加
賀
城
　
燕
　
雀

か
ら
た
ち
の
実
は
真
黄
色
一い

っ

誌し

な
る�

児
　
玉
　
隆
　
子

寒
椿
京
都
に
の
こ
る
生
薬
屋�

吉
　
田
　
欽
　
一

ヤ
ッ
ケ
着
て
地
下
足た

袋び

履
い
て
身
の
軽
し�

田
　
中
　
松
　
江

あ
ら
た
ま
の
年
刻
み
ゆ
く
古
時
計�

宮
　
川
　
千
　
穂

寒か

ん

鰤ぶ

り

を
捌
く
包
丁
研
ぎ
直
す�

芝
　
元
　
孝
　
子

憂
き
事
も
明
日
は
吉
か
と
寒
の
紅�

清
　
家
　
幸
　
子

白
梅
に
始
ま
る
日
々

に
背
を
正
す�

丸
　
内
　
松
　
美

か
な
し
び
を
隠
さ
ぬ
音
の
紙
を
漉す

く�

土
　
山
　
吐
　
舟

納
め
札
忘
れ
て
戻
る
寒
の
道�

浜
　
田
　
京
　
子

心
ま
で
ふ
く
ら
む
や
う
な
日
向
ぼ
こ�

斉
　
藤
　
真
　
人

た
れ
か
れ
の
風
に
ゆ
ら
る
る
二
月
か
な�

髙
　
﨑
　
清
　
江

母
の
愛
母
の
温
も
り
草
の
餅�

青
　
野
　
ひ
ろ
美

五
線
紙
の
音
の
こ
ぼ
れ
て
梅
一
輪�
二
　
宮
　
洋
　
子

里
神
楽
鬼
は
優
し
く
子
を
返
す�
城
　
　
　
　
　
　

銀
山
の
間ま

歩ぶ

の
数あ

ま

多た

や
枯か

れ

葎
む
ぐ
ら�

池
　
田
　
香
代
子

人
の
輪
の
で
き
て
河
原
の
小
豆
粥�

山
　
能
　
秀
　
子

ジ
ー
ン
ズ
の
男お

の
子
加
は
る
神
楽
か
な�

宮
　
下
　
京
　
子

無む

住
じ
ゅ
う

寺じ

と
な
り
て
一
年
笹
子
鳴
く�

平
　
岡
　
千
代
子

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
坊
さ
ん
演
ず
は
か
の
園
児
面お

も

輪わ

重
ね
て
ま
じ
ま
じ
と
見
る

�

中
　
村
　
美
　
鈴

白
魚
祭
津
島
の
河
原
に
春
を
よ
ぶ
魚
の
群
な
し
人
々
共
に

�

森
　
　
　
ユ
ミ
子

採
り
あ
と
の
青
海
苔
漂
ふ
岸
の
辺
に
啄

つ
い
ば

む
鴨
の
数
を
増
し
ゆ
く

�

西
　
﨑
　
美
紀
子

友
の
家
ス
マ
ホ
で
探
す
嫁
の
掌て

の
指
し
な
や
か
に
魔
物
め
く
見
ゆ

�

清
　
家
　
幸
　
子

からたち牛鬼句会つしま短歌会


